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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
元
気
に

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
昨
年
来
、
私
た

ち
の
生
活
は
米
不
足
や
物
価

高
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
を

守
る
た
め
、
闘
う
一
年
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
で
は
戦
争
と
対
立
が

続
い
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
ロ
シ
ア

の
一
方
的
な
軍
事
侵
攻
に
よ

り
今
も
戦
争
が
続
い
て
お

り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
も
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
攻

撃
な
ど
に
よ
り
、
ガ
ザ
地
区

で
は
6
万
9
千
人
以
上
が
犠

牲
に
な
り
、
特
に
2
万
人
以

上
の
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ

れ
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
戦
争
を
止
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
戦
争
は
Ｎ
Ｏ
」
と
い
う
声

を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

昨
年
の
参
議
院
議
員
選
挙

で
は
自
民
党
は
衆
議
院
選
挙

に
続
き
参
議
院
で
も
過
半
数

割
れ
を
し
、
石
破
首
相
は
退

陣
し
、
日
本
維
新
の
会
と
政

権
合
意
し
高
市
政
権
が
発
足

し
ま
し
た
。

高
市
政
権
は
防
衛
費
の
増
額

を
前
倒
し
2
0
2
5
年
度
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
2
％
へ
引
上
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
軍
拡
へ
の

道
は
、
私
た
ち
が
求
め
る
平

和
と
民
主
主
義
と
は
相
反
す

る
も
の
で
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。日

本
は
少
子
・
高
齢
、
人

口
減
少
社
会
へ
と
移
行
し
て

い
ま
す
。
24
年
の
出
生
児
数

は
70
万
人
を
割
り
込
み
、
今

後
も
減
少
傾
向
が
続
く
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
高

齢
化
は
2
0
4
0
年
代
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
65
才
以
上
の

高
齢
者
が
全
人
口
の
約
4
割

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
社

会
保
障
制
度
の
改
革
は
喫
緊

の
課
題
で
す
。

2
0
2
1
年
に
核
兵
器
禁

止
条
約
が
発
効
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
日
本
政
府
に
早
期

批
准
を
す
る
よ
う
引
き
続
き

求
め
て
い
き
ま
す
。
沖
縄
辺

野
古
新
基
地
建
設
阻
止
、
脱

原
発
、
地
球
温
暖
化
阻
止
の

取
り
組
み
も
強
化
し
ま
し
ょ

う
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推

進
、
自
治
労
共
済
、
安
心
総

合
共
済
の
加
入
促
進
な
ど
自

治
退
課
題
解
決
の
た
め
に
、

現
退
一
致
で
努
力
す
る
一
年

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
退
は
、
組
織
の
強
化

拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。
各

県
で
単
会
の
加
入
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
新
し
い
単
会

を
結
成
し
目
標
達
成
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。会

員
の
皆
様
の
ご
活
躍
、

ご
健
勝
を
祈
念
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

退
職
者
会
の
皆
さ
ま
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
昨
年
7
月
の
第

27
回
参
議
院
選
挙
に
お
け

る
、「
岸
ま
き
こ
」
の
勝
利

に
む
け
ご
奮
闘
い
た
だ
い
た

諸
先
輩
方
に
、
心
か
ら
の
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。自

治
労
は
第
99
回
定
期
大

会
に
お
い
て
、
2
0
2
6
―

2
0
2
7
年
度
運
動
方
針
を

議
論
し
、「
未
来
を
創
る
、

仲
間
と
と
も
に
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
自
治
労

結
成
以
来
の
大
目
標
で
あ

る
、
平
和
と
民
主
主
義
、
そ

し
て
地
方
自
治
・
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
先
頭
に
立

っ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

さ
て
、
昨
年
も
世
界
で
は

数
多
く
の
武
力
衝
突
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
を
含
め
た
多
く

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
続
け
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
混
沌
の

世
界
情
勢
の
中
、
戦
争
被
爆

国
か
つ
平
和
主
義
を
掲
げ
る

日
本
の
役
割
は
大
き
い
と
言

え
ま
す
が
、
改
憲
、
安
保
関

連
三
文
書
改
定
、
非
核
三
原

則
を
は
じ
め
と
す
る
見
直
し

を
打
ち
出
し
右
傾
化
を
鮮
明

に
す
る
自
維
政
権
に
対
し
、

強
い
危
機
感
を
抱
か
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
平
和
で
基
本
的

人
権
が
守
ら
れ
る
こ
と
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
社

会
の
基
礎
で
あ
り
、
そ
う
し

た
地
域
・
社
会
を
創
る
こ
と

を
掲
げ
た
私
た
ち
だ
か
ら
こ

そ
、
引
き
続
き
、
現
退
一
致

で
声
を
上
げ
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

他
方
、
人
口
減
少
、
少
子

・
高
齢
化
の
も
と
、
今
後
、

大
き
な
課
題
は
社
会
保
障
と

税
制
の
あ
り
方
で
あ
り
、
す

べ
て
の
世
代
が
安
心
し
て
暮

ら
し
働
き
続
け
ら
れ
る
持
続

可
能
な
社
会
を
ど
う
創
る
か

が
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
紛

れ
も
な
く
そ
の
社
会
の
核
に

あ
る
の
が
地
域
公
共
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、
そ
れ
を
担
う
労

働
組
合
と
し
て
、
国
民
・
住

民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

に
不
可
欠
な
地
域
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
発
展
の
た

め
、
引
き
続
き
、
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
決
意
で
す
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
地

域
の
未
来
を
創
る
こ
と
が
自

治
労
の
使
命
で
あ
り
、
取
り

組
み
の
前
進
に
は
現
場
組
合

員
と
退
職
者
の
皆
さ
ま
の
連

携
・
連
帯
が
不
可
欠
で
す
。

引
き
続
き
、
退
職
者
会
の
皆

さ
ま
の
、
現
退
一
致
で
の
一

層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

軍
備
増
強
・
戦
争
準
備
に
反
対
し
、

反
戦
・
平
和
、
社
会
保
障
充
実
を
実
現
し
よ
う

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会

会
長

人
見

一
夫

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
む
け
、

現
退
一
致
で
の
取
り
組
み
強
化
を

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合

中
央
執
行
委
員
長

石
上

千
博

ひと み かず お

人見一夫 自治退
会 長

いし がみ ち ひろ
自治労
委員長石上千博

平和と民主主義 社会保障充実のために
全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）

会

長

人
見

一
夫
（
東
京
都
福
祉
保

健
局
退
職
者
会
）

副
会
長

大
槻

信
夫
（
自
治
労
宝
塚
市

職
員
退
職
者
会
）

副
会
長

大
場

博
之
（
札
幌
市
役
所
職

員
組
合
連
合
会

退
職
者
協
議
会
）

副
会
長

徳
茂
万
知
子
（
自

治

労

横
浜
市
従
業
員

労
働
組
合
退
職
者
会

）

事
務
局
長

中
西

満
（
東
京
都
福
祉
保

健
局
退
職
者
会
）

会

計

清
水
頭
伸
一
（
自
治
労
六
番
町

退
職
者
会
）

事
務
局

次

長

松
本

敏
之
（
栃
木
県
職
員
退

職

者

会
）

監

事

藤
川

七
郎
（
福
岡
県
庁

退
職
者
協
議
会
）

監

事

正
木

淑
子
（（
一
財
）三
重
県

友

の

会
）

理

事

飯
田

龍
弘
（
全

道

庁

退
職
者
会
）

理

事

川
野

光
江
（
札
幌
市
役
所

労
働
組
合
退
職
者
会

）

理

事

伊
藤

利
花
（
自
治
労
宮
城
県

本
部
退
職
者
会
）

理

事

加
藤

孝
二
（
山
形
市
役
所

職
員
労
働
組
合

退
職
者
会
）

理

事

今
井

一
夫
（
長

岡

市

退
職
者
会
）

理

事

金
子

安
男
（
栃
木
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

木
村

和
子
（
小
山
市
職
員

退
職
者
会
）

理

事

山
岸

晧
（
東
京
都
交
通
局

退
職
者
会
）

理

事

太
田

真
一
（
自

治

労

鎌
ケ
谷
市
職
員
組
合

退
職
者
会
）

理

事

宮
本

外
紀
（（
一
社
）石
川
県

職
員
退
職
者
会
）

理

事

安
野

由
紀
（
自
治
労
福
井
市

職
労
退
職
者
会
）

理

事

河
野

信
子
（
静
岡
県
職
員

退
職
者
の
会
）

理

事

上
野

勉
（（
一
社
）名
友
会
）

理

事

上
野

久
代
（（
一

社

）

和
歌
山
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

上
谷

高
（
大
阪
市
従
業
員

退
職
者
会
）

理

事

嶋
﨑

淑
美
（
大
阪
市
職
員
退

職

者

会
）

理

事

本
多

義
弘
（
神
戸
市
従

退
職
者
会
）

理

事

越
智

茂
雄
（
広
島
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

鈴
木

義
博
（
香
川
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

今
井
智
代
子
（
観
音
寺
市
役
所

職
員
退
職
者
会
）

理

事

浦
川

靖
之
（
自
治
労
佐
賀
県

本
部
退
職
者
会
）

理

事

池
田

篤
（（
一

社

）

長
崎
県
友
会
）

理

事

本
田
恵
美
子
（
南
島
原
市
職
員

労
働
組
合

退
職
者
会
）

理

事

山
之
内
廣
子
（
伊
佐
市
職
員

退
職
者
会
）

理

事

野
田
那
智
子
（
自
治
労
六
番
町

退
職
者
会
）

相
談
役

川
端

邦
彦
（
東
京
都
福
祉
保

健
局
退
職
者
会
）

専
門
委
員

佐
藤

晴
邦
（
千
葉
市
役
所

退
職
者
会
）
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経
過
報
告
と
質
疑

2
0
2
5
年
度
経
過
報
告
、

2
0
2
5
年
度
各
会
計
収
支

報
告
・
会
計
監
査
報
告
に
対

し
て
4
人
の
代
議
員
が
意
見

を
述
べ
、
本
部
答
弁
の
後
、

い
ず
れ
の
報
告
事
項
も
多
数

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

⑴

参
院
選
取
り
組
み
に
感

謝
＝
北
海
道
本
部

参
議
院
選
挙
岸
ま
き
こ
の

取
り
組
み
に
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。
6
年
前
を
下
回
る
組

合
員
数
の
得
票
で
、
十
分
に

組
織
内
の
浸
透
が
図
ら
れ
た

と
は
思
わ
な
い
。
立
憲
民
主

党
か
ら
は
若
者
世
代
に
伝
わ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
か
っ

た
。
次
期
衆
議
院
選
挙
、
統

一
自
治
体
選
挙
、
参
院
選
に

向
け
取
り
組
み
の
強
化
を

⑵

参
院
選
の
総
括
の
提
案

を
＝
鹿
児
島
県
本
部

参
院
選
は
、
総
支
部
ご
と

の
学
習
会
、
後
援
会
加
入
等

に
取
り
組
ん
だ
が
、
票
は
減

っ
て
い
る
。
本
部
の
具
体
的

な
総
括
を
伺
わ
な
い
と
前
に

進
め
な
い
。

⑶

参
院
選
の
総
括
の
提
案

を
＝
香
川
県
本
部

次
の
選
挙
に
向
け
て
、
今

会
の
参
議
院
選
挙
の
明
確
な

総
括
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

⑷

6
町
で
新
規
単
会
結
成

＝
青
森
県
本
部

県
本
部
で
は
、
す
べ
て
の

県
・
市
に
退
職
者
会
が
あ
っ

た
が
、
町
村
は
30
の
う
ち
加

盟
は
7
単
会
の
み
。
自
治
労

県
本
部
と
一
緒
に
町
村
に
出

向
き
、
退
職
者
会
と
共
済
事

業
の
説
明
を
し
た
。
結
果
6

つ
の
単
会
が
で
き
た
が
、
引

き
続
き
拡
大
す
る
勢
い
。
ま

た
、
県
本
部
に
女
性
の
会
を

立
ち
上
げ
た
。

本
部
答
弁

参
院
選
総
括
は
昨
日
役
員

会
で
議
論
し
た
の
で
、
近
日

中
に
お
示
し
し
た
い
。
青
森

県
本
部
の
組
織
拡
大
の
努
力

に
敬
意
を
表
す
る
。
実
践
例

と
し
て
各
都
道
府
県
本
部
で

共
有
を
お
願
し
た
い
。

運
動
方
針
提
起
と
質
疑

本
部
か
ら
、
①
社
会
保
障

拡
充
・
公
正
な
税
制
、
②
憲

法
改
悪
反
対
、
戦
争
法
の
廃

止
を
め
ざ
し
、
平
和
と
人
権

・
環
境
を
守
る
、
③
民
主
的

政
府
・
市
民
が
主
人
公
の
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
す
、
④
住

み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
の

た
め
、
交
通
政
策
を
推
進
す

る
、
⑤
組
織
の
拡
充
を
図

り
、
関
係
組
織
と
の
連
携
を

強
め
る
、
⑥
福
利
厚
生
活
動

の
強
化
、
⑦
具
体
的
な
取
り

組
み
、
を
柱
と
し
た
運
動
方

針
を
提
起
。

運
動
方
針
に
対
す
る
発
言

⑴

介
護
保
険
事
業
（
支

援
）
計
画
に
注
力
を
＝
大
阪

府
本
部

介
護
保
険
部
会
で
山
場
に

な
っ
て
い
る
。
財
政
審
か
ら

利
用
者
負
担
2
割
標
準
化
の

強
い
圧
力
が
あ
り
、
ま
た
65

歳
介
護
保
険
証
交
付
を
取
り

や
め
る
案
も
出
さ
れ
て
い

る
。
反
論
・
反
対
の
取
り
組

み
を
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
強
化
を
図
る
。
そ

の
た
め
に
、
会
議
を
オ
ン
ラ

イ
ン
に
し
て
誰
も
が
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

⑵

立
憲
民
主
党
に
モ
ノ
を

申
せ
＝
高
知
県
本
部

連
立
政
権
の
枠
組
み
議
論

の
中
で
、
立
憲
民
主
党
は
社

会
保
障
や
選
択
的
夫
婦
別

姓
、
原
発
稼
働
で
揺
れ
た
の

で
は
な
い
か
。
し
っ
か
り
モ

ノ
を
言
う
必
要
が
あ
る
。
パ

レ
ス
チ
ナ
支
援
の
行
動
提
起

を
。

⑶

危
険
な
軍
事
基
地
化
に

反
対
を
＝
鹿
児
島
県
本
部

馬
毛
島
は
急
ピ
ッ
チ
で
島

全
体
が
基
地
化
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
住
民
の
反
対
の

取
り
組
み
も
起
き
て
い
る
、

と
も
に
た
た
か
お
う
。

⑷

新
田
原
基
地
垂
直
離
着

陸
訓
練
に
反
対
＝
宮
崎
県
本

部
参
院
選
は
宮
崎
も
8
ブ
ロ

ッ
ク
で
学
習
会
交
流
会
し

た
。
総
括
を
示
し
て
ほ
し

い
。
宮
崎
新
田
原
基
地
に
Ｆ

35
Ｂ
戦
闘
機
が
配
置
さ
れ
、

垂
直
離
着
陸
訓
練
の
騒
音
が

問
題
。
軍
備
増
強
し
て
7
・

5
兆
円
の
財
源
を
ど
う
す
る

の
か
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の

属
国
で
は
な
い
。
宮
崎
県
本

部
は
女
性
の
高
橋
恵
子
さ
ん

を
会
長
に
選
出
し
た
。

⑸

自
治
労
運
動
を
生
涯
か

け
て
＝
神
奈
川
県
本
部

「
現
退
一
致
」
と
言
わ
れ

る
が
、
中
身
は
一
致
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
退
職

者
会
の
運
動
は
自
治
労
運
動

そ
の
も
の
で
あ
り
、
自
治
労

運
動
を
生
涯
精
一
杯
や
る
こ

と
だ
。
外
国
人
の
人
権
に
つ

い
て
議
案
補
強
に
感
謝
。
参

政
党
の
差
別
に
地
域
か
ら
発

信
し
よ
う
。

⑹

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
具

体
化
を
＝
鹿
児
島
県
本
部

鹿
児
島
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
踏

ま
え
県
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
決
め
た
。
15
単
会
で
三

役
が
で
き
、
1
単
会
は
女
性

会
長
、
女
性
部
会
も
結
成
し

た
。
2
0
2
7
年
11
月
で
女

性
特
別
枠
を
解
消
で
き
る
の

か
。
総
括
し
て
解
消
後
に
向

け
た
具
体
的
方
針
を
示
せ
。

本
部
回
答

介
護
保
険
制
度
改
悪
に
反

対
す
る
取
り
組
は
、
退
連
に

結
集
し
、
現
役
の
自
治
労
・

連
合
と
連
携
し
て
取
り
組

む
。
ま
た
、
市
民
団
体
・
当

事
者
団
体
と
も
連
携
し
て
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

立
憲
民
主
党
に
は
、
自
治

労
組
織
内
国
会
議
員
を
中
心

に
、
問
題
意
識
を
共
有
し
つ

つ
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進

め
る
。

日
本
国
内
の
ア
メ
リ
カ
海

軍
の
基
地
に
配
備
さ
れ
た
原

子
力
空
母
の
艦
上
で
「
日
米

同
盟
」
を
賛
美
す
る
高
市
政

権
は
極
め
て
危
険
な
状
況
に

あ
る
。
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

と
も
に
反
戦
平
和
運
動
を
強

化
し
た
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
第
1
期
の

2
年
間
の
到
達
点
を
し
っ
か

り
調
査
し
た
い
。
来
年
11
月

の
県
代
に
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
特
例
措
置
が
切
れ

る
1
年
後
を
見
通
し
た
問
題

提
起
が
で
き
る
よ
う
に
作
業

す
る
の
で
、
実
態
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

役
員
改
正
案

第
3
号
議
案
「
自
治
退
役

員
改
選
案
」
は
、
越
智
役
員

選
考
委
員
長
が
提
案
、
多
数

の
拍
手
で
提
案
通
り
決
定
し

た
。
退
任
役
員
の
う
ち
監
事

と
副
会
長
と
あ
わ
せ
て
4
期

7
年
間
つ
と
め
た
徳
永
秀
昭

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。最

後
に
「
新
た
な
戦
前
・

軍
事
基
地
増
強
に
反
対
し
平

和
を
築
く
決
議
案
」、「
総
会

宣
言
案
」
が
提
案
さ
れ
、
全

体
の
拍
手
で
提
案
通
り
決
議

・
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
続

い
て
、
「
総
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
」
を
確
認
し
た
後
、
議
長

が
退
任
し
、
人
見
会
長
の
発

声
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う
を
三

唱
し
第
49
回
は
閉
会
し
た
。

自
治
退
第
49
回
定
期
総
会
開
催
、二
百
人
を
超
え
る
参
加
で
成
功

社
会
保
障
の
充
実
、
平
和
と
人
権
・
環
境
を
守
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
組
織
強
化
に
向
け
方
針
を
決
定

自
治
体
退
職
者
会
は
、
11
月
13
日
、
静
岡
県
浜
松
市
の
オ
ー
ク
ラ
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
浜
松
で
第
49
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
代
議
員（
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
る
特
別
枠
を
含
む
）
1
7
4
人
と
役
員
35
人
の
ほ
か
、
傍
聴
者
を
含
め
2
1
4
人
の
参
加
で
あ
っ
た
。

総
会
議
長
に
は
、
北
海
道
本
部
川
原
代
議
員
と
高
知
県
本
部
信
崎
代
議
員
を
選
出
し
た
。
総
会
議
長
を
2
人
と
も
女
性
が
担
う
の
は
、
自
治
退

で
は
初
め
て
の
こ
と
。

議
事
録
署
名
人
、
総
会
書
記
を
指
名
し
た
後
、
人
見
自
治
退
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
、
自
治
労
石
上
中
央
執
行
委
員
長
、

日
本
退
職
者
連
合
野
田
会
長
、
地
方
公
務
員
退
職
者
協
議
会
北
村
会
長
、
開
催
地
の
自
治
労
静
岡
県
本
部
福
井
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
自
治
労
共
済
青
木
理
事
長
、
東
京
海
上
日
動
火
災
広
域
法
人
部
森
次
長
・
吉
田
副
主
任
が
紹
介
さ
れ
た
。（
ご
挨
拶
は
夜
の

交
流
会
で
頂
い
た
）
ま
た
、
自
治
労
組
織
内
国
会
議
員
団
7
人
か
ら
の
連
帯
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
う

ち
岸
ま
き
子
参
議
院
議
員
、
鬼
木
誠
参
議
院
議
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
て
紹
介
し
た
。

今
総
会
に
は
、新
規
加
盟
組
織
と
し
て
17
単
会
の
加
入
が
報
告
さ
れ
、そ
の
う
ち
長
崎
県
学
校
事
務
職
員
退
職
者
会
、岩
国
市
職
員
退
職
者
会
、

深
浦
町
職
員
労
働
組
合
退
職
者
の
会
、
七
戸
町
職
員
退
職
者
会
、
飯
館
村
睦
会
が
総
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

経
過
報
告
に
続
い
て
、
運
動
方
針
・
予
算
・
新
役
員
体
制
に
つ
い
て
質
疑
討
論
が
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
拍
手
・
挙
手
に
よ
り
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。
今
回
の
総
会
で
、
徳
永
副
会
長
、
川
端
事
務
局
長
を
は
じ
め
長
年
活
躍
さ
れ
た
き
た
14
人
の
役
員
の
皆
さ
ん
が
退
任
さ
れ
た
。

な
お
、
川
端
事
務
局
長
は
、
総
会
前
日
の
役
員
会
で
、
自
治
退
規
約
に
基
づ
く
相
談
役
に
就
任
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

〈
参
議
院
〉

伊
波

洋
一

沖
縄
の
風

鬼
木

誠
立
憲
民
主
党

岸

ま
き
こ

立
憲
民
主
党

吉
田

忠
智

立
憲
民
主
党

〈
衆
議
院
〉

新
垣

邦
男

社
民
党

逢
坂

誠
二

立
憲
民
主
党

波
多
野

翼
立
憲
民
主
党

第48回総会のあと迎えた新しい仲間
第48回定期総会の後この総会までに新規加盟した17単会
県本部 単 会 名
千 葉 自治労鎌ヶ谷市職員組合退職者会
山 梨 自治労山梨県本部合同他退職者会
山 口 岩国市職員組合退職者会
長 崎 長崎県学校事務職員組合退職者会
宮 崎 自治労小林市役所退職者会
神奈川 足柄ブロック退職者会
東 京 北区職員労働組合退職者会
北海道 自治労北海道町村単組出身退職者札幌会
青 森 鰺ヶ沢町職員労働組合退職者会
青 森 鶴田町職員労働組合退職者会
青 森 深浦町職員労働組合退職者の会
青 森 階上町職員組合退職者の会
青 森 七戸町職員退職者会
青 森 蓬田村職員組合退職者会
福 島 飯館村睦会
山 形 最上町職員労働組合退職者会
長 崎 松浦市役所職員組合退職者会

第49回定期総会で退任された役員
名 前 選 出 県本部
徳 永 秀 昭 全国区 大阪府本部
川 端 邦 彦 全国区 東京都本部
西 谷 須磨子 東北地連 青森県本部
楠 田 正 治 関東甲地連 東京都本部
大 畠 信 子 関東甲地連 東京都本部
千 葉 信 夫 関東甲地連 神奈川県本部
松 村 実 東海地連 静岡県本部
木 村 和 弘 近畿地連 奈良県本部
島 村 啓 二 近畿地連 大阪府本部
澤 田 陽 子 中国地連 鳥取県本部
岡 林 俊 司 四国地連 高知県本部
髙 橋 恵 子 九州地連 宮崎県本部
河 瀬 和 典 九州地連 熊本県本部
波 平 剛 九州地連 沖縄県本部

新たに自治退役員になられた方
役職 名前 県本部 単会

副 会 長 大 槻 信 夫 兵 庫 自治労宝塚市職員退職者会
事務局次長 松 本 敏 之 栃 木 栃木県職員退職者会
理 事 伊 藤 利 花 宮 城 自治労宮城県本部退職者会
理 事 木 村 和 子 栃 木 小山市職員退職者会
理 事 山 岸 晧 東 京 東京都交通局退職者会
理 事 太 田 真 一 千 葉 自治労鎌ケ谷市職員退職者会
理 事 上 野 勉 愛 知（一社）名友会
理 事 上 野 久 代 和歌山 （一社）和歌山県職員退職者会
理 事 本 多 義 弘 兵 庫 神戸市従退職者会
理 事 鈴 木 義 博 香 川 香川県職員退職者会
理 事 浦 川 靖 之 佐 賀 自治労佐賀県本部退職者会
理 事 池 田 篤 長 崎（一社）長崎県友会
理 事 山之内 廣子 鹿児島 伊佐市職員退職者会

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
協
力
国
会
議
員
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社
会
保
障
制
度
の
見
直

し
の
必
要
性
に
つ
い
て

社
会
保
障
制
度
は
、
国
民

の
安
心
や
生
活
の
安
定
を
支

え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で

す
。
日
本
の
社
会
保
障
制
度

は
、
大
き
く
社
会
保
険
（
年

金
、
医
療
、
介
護
）、
社
会

福
祉
（
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
な
ど
）、
公
的
扶
助（
生

活
保
護
）、
保
健
医
療
・
公

衆
衛
生
に
整
理
さ
れ
て
お

り
、
戦
後
、
社
会
保
障
制
度

が
形
作
ら
れ
て
か
ら
こ
れ
ま

で
幾
度
か
の
大
き
な
変
革
を

経
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時

代
の
社
会
・
経
済
情
勢
な
ど

に
影
響
を
受
け
て
形
を
変
え

つ
つ
も
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず

に
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
少
子
・
高
齢
・
人

口
減
少
が
進
み
、
現
役
世
代

も
減
少
す
る
中
で
、
社
会
保

障
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
た
め
の
見
直
し
は
不

可
避
で
あ
る
も
の
の
、
保
険

料
や
税
の
負
担
抑
制
だ
け
を

目
的
と
し
た
社
会
保
障
の
引

き
締
め
は
将
来
世
代
の
社
会

保
障
不
安
に
も
つ
な
が
る
た

め
、
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
た
議

論
が
重
要
で
す
。

年
金
・
医
療
・
介
護
の

制
度
見
直
し
の
動
向

年
金
制
度
に
つ
い
て

昨
年
の
通
常
国
会
に
お
い

て
年
金
制
度
改
正
法
案
が
可

決
・
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
基
礎
年
金
給
付
水
準

の
底
上
げ
、
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
の
調
整
期
間
一
致
に

つ
い
て
、
判
断
は
次
期
の
財

政
検
証
（
2
0
2
9
年
）
を

も
と
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

国
民
年
金
の
み
の
加
入
期

間
で
老
齢
年
金
を
受
給
す
る

場
合
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け

と
な
り
、
昨
年
度
は
40
年
納

付
の
65
歳
受
給
で
月
額
6

9
、3
0
8
円
で
す
。
他
に

預
貯
金
や
収
入
が
な
い
方
は

こ
の
年
金
で
生
活
す
る
に
は

厳
し
い
状
況
で
す
。
基
礎
年

金
の
水
準
底
上
げ
は
重
要
で

す
が
、
そ
の
方
法
は
あ
ら
た

め
て
十
分
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

今
回
の
法
改
正
で
は
、
厚

生
年
金
積
立
金
の
活
用
と
2

分
の
1
国
庫
負
担
を
も
と
に

し
た
基
礎
年
金
の
底
上
げ
に

よ
り
、
厚
生
年
金
受
給
者
に

も
ほ
ぼ
プ
ラ
ス
に
な
る
と
法

案
審
議
の
中
で
説
明
さ
れ
ま

し
た
が
、
被
用
者
保
険
の
さ

ら
な
る
適
用
拡
大
や
国
民
年

金
の
加
入
期
間
延
長
（
45
年

化
）
な
ど
、
厚
生
年
金
積
立

金
の
活
用
以
外
に
他
に
同
様

の
底
上
げ
策
は
な
い
の
か
、

将
来
的
に
必
要
な
国
庫
負
担

財
源
の
確
保
、
な
ど
の
論
点

に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
が
必

要
で
す
。

医
療
保
険
に
つ
い
て

自
維
連
立
政
権
の
協
議
の

場
で
も
現
役
世
代
の
保
険
料

率
の
引
き
下
げ
を
め
ざ
す
と

し
た
中
で
、
①
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
を
含
む
薬
剤
自
己
負
担
の

見
直
し
、
②
年
齢
に
よ
ら
な

い
真
に
公
平
な
応
能
負
担
の

原
則
、
③
診
療
報
酬
の
改
定

の
3
点
が
議
論
の
中
心
と
な

っ
て
い
ま
す
。

市
販
薬
と
成
分
や
効
果
が

似
て
い
る「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」

を
保
険
適
用
か
ら
外
す
こ
と

で
、
医
療
費
削
減
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
論
点
で
す
が
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
が
保
険
適
用
外

と
な
っ
た
場
合
、
長
期
療
養

者
、
低
所
得
者
の
負
担
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
適
切
な
服

用
に
対
す
る
懸
念
や
過
剰
摂

取
へ
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
額
療
養
費
の
見

直
し
は
、
高
額
な
薬
剤
・
治

療
が
多
く
な
っ
た
現
状
も
ふ

ま
え
つ
つ
、
応
能
負
担
の
健

康
保
険
料
の
上
で
高
額
療
養

費
も
応
能
負
担
を
大
き
く
す

る
こ
と
は
社
会
保
険
の
原
則

か
ら
も
慎
重
に
検
討
す
べ
き

で
す
。
さ
ら
に
、
患
者
の
自

己
負
担
割
合
に
お
い
て
も
、

世
代
で
区
切
る
の
で
は
な

く
、
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
を
含
め
、
原
則
3
割
負
担

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
提
供
体
制
の
見
直
し

や
、
地
域
医
療
を
点
で
は
な

く
面
で
支
え
る
仕
組
み
、
医

療
機
関
の
機
能
分
化
・
役
割

分
担
、
地
域
の
医
療
需
給
に

応
じ
た
医
療
機
関
の
整
備
が

さ
ら
に
重
要
と
考
え
ま
す
。

赤
字
経
営
の
医
療
機
関
が
増

加
す
る
中
、
診
療
報
酬
の
見

直
し
は
重
要
で
す
が
、
診
療

の
対
価
と
経
営
支
援
を
分
け

て
議
論
す
る
、
地
域
に
必
要

な
医
療
機
関
の
経
営
支
援
は

公
費
で
行
う
と
い
う
方
法
も

検
討
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
つ
い
て

3
年
前
の
見
直
し
で
先
送

り
と
な
っ
た
論
点
を
含
め
、

見
直
し
の
議
論
が
進
め
ら

れ
、
2
0
2
6
通
常
国
会
に

改
正
法
案
が
上
程
さ
れ
審
議

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

主
な
論
点
と
し
て
は
①
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

自
己
負
担
の
あ
り
方
、
②
要

介
護
1
・
2
の
方
へ
の
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る

給
付
の
あ
り
方
、
③
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
等
に
お

け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

適
正
化
、
④
利
用
者
負
担
2

割
負
担
の
範
囲
見
直
し
、
⑤

多
床
室
の
室
料
負
担
の
見
直

し
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
料
負
担
も
増

し
て
い
る
中
で
、
ど
う
や
っ

て
財
源
確
保
と
「
負
担
と
給

付
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

い
く
の
か
が
課
題
で
す
。

重
要
性
を
増
す
、
孤
立

対
策
と
健
康
づ
く
り
、

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

支
援医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

な
る
べ
く
受
け
な
く
て
も
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
、
健
診

や
健
康
づ
く
り
も
重
要
で

す
。
ま
た
、「
社
会
か
ら
孤

立
」
し
な
い
こ
と
も
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
人
は
他

者
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
必

要
で
す
。
さ
ら
に
、
歳
を
と

っ
て
も
で
き
る
だ
け
身
体
を

動
か
す
、
生
活
で
の
動
き
そ

の
も
の
が
健
康
づ
く
り
と
な

り
ま
す
。
働
く
こ
と
や
趣
味

の
活
動
を
含
め
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
の
健
康
づ
く
り
、

「
や
れ
る
こ
と
を
や
る
」
そ

れ
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
、

社
会
や
人
と
の
つ
な
が
り
も

保
て
ま
す
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等

へ
の
支
援
も
重
要
で
す
。
身

元
保
証
か
ら
日
常
生
活
支

援
、
死
後
事
務
の
処
理
と
い

っ
た
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
に
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
等
支
援
を
追
加
す
る
形
で

第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
し

て
2
0
2
6
通
常
国
会
で
法

改
正
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
不

足
と
外
国
人
労
働
者
の

労
働
環
境
改
善

社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
「
担
い
手
」
不
足
も

深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

医
療
や
介
護
な
ど
で
様
々
な

従
事
者
の
不
足
者
数
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
産

業
が
人
手
不
足
の
中
で
、
社

会
保
障
サ
ー
ビ
ス
だ
け
が
人

材
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
現
場
で
働
く
医
療
・
介

護
関
係
従
事
者
の
処
遇
改
善

と
働
き
方
改
革
が
大
変
重
要

な
課
題
で
す
。

担
い
手
不
足
の
中
、
外
国

人
労
働
者
が
働
き
や
す
く
な

る
た
め
の
取
り
組
み
も
重
要

で
す
。
一
部
の
外
国
人
の
振

る
舞
い
や
事
件
で
、
関
係
の

な
い
多
く
の
外
国
人
を
も
阻

害
す
る
世
論
に
な
り
が
ち
で

す
。
外
国
人
と
の
共
生
の
点

か
ら
も
、
私
た
ち
が
外
国
の

文
化
や
マ
ナ
ー
を
理
解
し
、

ま
た
外
国
の
方
が
日
本
の
文

化
や
マ
ナ
ー
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
相
互
理
解
の
社
会
が

必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
外
国

人
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
環

境
改
善
、
日
本
人
と
同
等
の

処
遇
が
重
要
で
す
。

労
働
環
境
で
言
え
ば
、

「
労
働
時
間
規
制
の
緩
和
」

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
労

働
法
制
の
改
善
に
逆
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
時
間
に

ゆ
と
り
が
持
て
な
い
と
生
活

環
境
も
悪
化
し
、
健
康
問
題

に
も
な
る
ほ
か
、
出
産
・
育

児
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
ま
せ
ん
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
豊
か

な
生
活
を
め
ざ
す
こ
と
が
幸

福
の
追
求
に
も
な
る
と
考
え

ま
す
。
若
い
方
が
夢
や
希
望

を
持
ち
、
子
育
て
し
や
す
い

国
に
な
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

社
会
保
障
の
中
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ

き多
く
の
国
民
が
、
将
来
社

会
に
不
安
を
持
っ
て
い
ま

す
。
制
度
の
枠
組
み
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
含
め
2
0
5

0
年
の
医
療
、
介
護
、
障
害

福
祉
は
、
ま
た
生
活
の
保
障

な
ど
は
こ
う
な
っ
て
い
る
と

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
、
国
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
国
と
し
て
検
討

し
、
そ
の
社
会
保
障
ビ
ジ
ョ

ン
に
向
か
っ
て
見
直
し
を
進

め
て
い
く
、
そ
う
し
た
中
長

期
的
な
政
策
を
今
だ
か
ら
こ

そ
示
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

少少
子子・・高高
齢齢・・人人
口口
減減
少少
社社
会会
にに
おお
けけ
るる
社社
会会
保保
障障
のの
課課
題題
をを
考考
ええ
るる

佐佐
保保

昌昌
一一
（（
労労
働働
者者
福福
祉祉
中中
央央
協協
議議
会会

事事
務務
局局
長長
））

1
�
自
治
退
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
開

始
後
、
初
め
て
の
定
期
総
会

自
治
退
第
48
回
定
期
総
会

で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
採
択
し
て
か

ら
2
年
、
第
49
回
定
期
総
会

は
、
女
性
代
議
員
の
参
加
枠

を
設
け
て
開
催
し
た
初
め
て

の
総
会
で
し
た
。
目
標
の
30

％
に
は
あ
と
一
歩
届
か
ず
27

％
弱
で
し
た
。
30
％
に
届
か

な
か
っ
た
と
は
い
え
女
性
の

参
加
が
目
に
見
え
て
増
え
た

こ
と
は
喜
ば
し
く
、
各
県
本

部
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。

2
�
定
期
総
会
参
加
女
性

の
つ
ど
い
、
会
長
の
主
催
挨

拶
で
開
会

総
会
翌
日
に
男
性
を
含
め

69
人
の
参
加
で
「
参
加
女
性

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
人
見
会
長
が
主
催
者
代

表
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

「
第
49
回
定
期
総
会
議
長
が

二
人
と
も
女
性
に
な
っ
た
の

は
自
治
退
の
歴
史
上
は
じ
め

て
だ
っ
た
こ
と
、
高
市
政
権

の
政
策
は
支
持
で
き
な
い

が
、
女
性
首
相
の
誕
生
が
日

本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
数
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す

か
注
目
し
て
い
る
こ
と
、
2

0
2
3
年
国
際
刑
事
裁
判
所

長
に
就
任
し
た
赤
根
智
子
さ

ん
が
プ
ー
チ
ン
や
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
に
戦
争
犯
罪
の
罪
で
逮
捕

状
を
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ロ
シ
ア
か
ら
指
名
手
配
を
受

け
て
も
動
じ
る
こ
と
な
く
、

国
際
的
な
法
の
支
配
強
化
に

向
け
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
」
等
を
紹
介
し
、
女
性

へ
の
期
待
を
表
明
し
ま
し

た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
に
つ

い
て
は
、
西
高
東
低
の
傾
向

に
言
及
、
第
2
期
が
完
了
す

る
2
0
2
7
年
11
月
め
ざ
し

力
を
発
揮
す
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
し
た
。

3
�
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

第
1
期
の
進
捗
状
況
把
握
の

た
め
の
実
態
調
査
提
起

西
高
東
低
の
現
状
を
踏
ま

え
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

終
了
後
も
女
性
が
30
％
以
上

参
加
す
る
状
態
に
至
る
に
は

何
が
必
要
な
の
か
」
の
調
査

の
実
施
を
徳
茂
副
会
長
が
提

起
し
、
調
査
へ
の
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
1

期
の
期
間
中
に
、
近
畿
地

連
、
四
国
地
連
の
事
務
局

長
、
複
数
の
県
本
部
事
務
局

長
や
宮
崎
県
本
部
会
長
に
女

性
が
就
任
す
る
等
、
予
想
を

超
え
る
成
果
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
記
念
講
演
の
後
に

は
各
地
連
か
ら
一
人
ず
つ
、

現
況
報
告
を
受
け
、
状
況
を

共
有
し
ま
し
た
。

4
�
記
念
講
演
の
講
師
は

国
広
陽
子
さ
ん

女
性
の
つ
ど
い
の
記
念
講

演
に
は
国
広
陽
子
さ
ん
を
お

招
き
し
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
を
目
指
し
て

退
職

者
世
代
の
心
意
気
を
」
と
題

し
た
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

国
広
さ
ん
は
団
塊
世
代
、
就

職
後
、出
産
退
職
、主
婦
を
経

て
再
就
職
の
困
難
さ
や
非
正

規
社
員
を
経
験
、
女
性
の
生

き
難
さ
に
幾
度
も
直
面
し
た

後
に
、
社
会
人
入
学
で
ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
研
究
し
研
究
者
と

し
て
再
就
職
を
果
た
し
た
方

で
す
。
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
思

い
に
説
得
力
を
感
じ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
（
1
7
8
9
年
）
直
後
に

採
択
さ
れ
た
「
人
間
及
び
市

民
の
権
利
の
宣
言
（
世
界
人

権
宣
言
）」
の
「
人
間
及
び

市
民
」
に
女
性
は
含
ま
れ

ず
、
近
代
社
会
は
男
性
中
心

社
会
と
し
て
始
ま
り
、
1
9

7
5
年
国
連
の
国
際
女
性
年

を
契
機
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

思
想
が
世
界
に
波
及
し
た
歴

史
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
は
1
9
8
5
年
に
女
性
差

別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
、
昨

年
10
月
に
国
連
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会
は
日
本
政
府
へ
の

勧
告
を
発
し
ま
し
た
。
日
本

に
お
い
て
も
明
治
期
か
ら
ず

っ
と
女
性
た
ち
は
平
等
を
求

め
活
動
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
当
事
者
の
発
信
が
あ
っ

て
社
会
が
動
い
た
事
実
を
思

い
、「
諸
先
輩
の
後
に
続
こ

う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

第
49
回
自
治
退
定
期
総
会
翌
日
（
11
月
14
日
）

「
総
会
参
加
女
性
の
つ
ど
い
」69
人
の
参
加
で
開
催
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まず、天災補償の有無を選択いただき、次に、本人型または夫婦型をご選択ください。
（何歳でも加入できます。）※天災危険補償保険料には損害率による割増は適用されません。

団体割引：18%
損害率による割増：5%基本補償

締切日

保険期間
2026年3月20日午後4時～2027年3月20日午後4時

掛金と保険金額
左記表は年間の掛金です。中途加入についてはパンフレット
を請求の上ご参照ください。
※中途加入の保険期間、加入締切日、掛金は、パンフレットのＰ7～
P8をご覧ください。

お問合せ（取扱代理店） 引受保険会社

株式会社 自治労サービス
〒102-0085  東京都千代田区六番町1  自治労会館6階

TEL. 03（3239）5880 FAX. 03（5213）5485

担当者: 鍼田・田口

受付：平日 9：00～17：00

東京海上日動火災保険株式会社
〒102-8014  東京都千代田区三番町6-4

TEL. 03（3515）4151

担当課：広域法人部 団体・協同組織室

受付：平日 9：00～17：00

加入は随時受付中

「もしも」のときに頼れる医療アドバイザー

さらにもうひと安心！ ご加入者特典

あなたとご家族の、おからだに関するお悩みに無料でお応えします。
病気やケガなど、お困りのときにいつでもお電話ください。
救急専門医が対処方法を的確にアドバイス。さらに最寄りの病院をご案内します。

メディカルアシスト 24時間
365日対応

別途追加保険料が必要です。オプション

がん補償 健康状態の告知が必要です。89歳まで

医療補償 健康状態の告知が必要です。89歳まで

ホールインワン・アルバトロス費用 限度額20万円

2025年8月作成　25T-000844

詳しくはパンフレットで！

ネットで簡単資料請求

電話でも受付可能です！

※団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点がある場合には、代理店までお問い合わせください。

(https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeXpddzL4lpe9dJb
9lcum5UiydmsaFbFO9KYw6yf5weK5HzlA/closedform)

2026年2月末日
※中途加入の場合、最終締め切りは2026年9月末日となります。

好評
販売中！

基本補償は傷害補償です

オプションで医療補償を付帯すると

・・・・

・・・・

＊1 手術保険金はケガによるもので、入院中の手術は、入院保険金日額の10倍、入院中以外（外来）は、入院保険金日額の5倍となります。
傷の処置や抜歯等お支払いの対象とならない場合があります。

※上記掛金には、会費（1年あたり本人型1,200円、夫婦型2,400円）が含まれています。詳細は自治退共済会までお問い
合わせください。

契約タイプ
本人型（A2） 夫婦型（B2） 本人型（A1） 夫婦型（B1）

傷害・天災補償あり 傷害・天災補償なし

保
　
険
　
金
　
額

死亡保険金

入院保険金日額

手術保険金＊1

通院保険金日額

250万円

賠償事故（個人賠償責任）
1事故限度額

携行品損害
お支払い限度額

国内無制限、    国外1億円（免責金額0円）

国内外　すべてのタイプ保険期間を通じて50万円（免責金額（自己負担額）1事故につき5,000円）

傷
害
補
償

年間掛金（一時払）

2,500円

4万円 ・ 2万円
（入院中以外）（入院中）

4万円 ・ 2万円
（入院中以外）（入院中）

4万円 ・ 2万円
（入院中以外）（入院中）

4万円 ・ 2万円
（入院中以外）（入院中）

17,350円

4,000円

29,760円 24,600円

2,000円

14,740円

◆ 基本補償にて熱中症も補償できるようになりました！
◆ がんの一時金は100万円と70万円を選択できるようになりました！

おケガは一生補償されます！

病気は89歳まで補償されます！

人生100年時代
安心をひとつ加えませんか？

ー安心総合共済（団体総合生活保険）ー

全日本自治体退職者会会員の皆さまへ
加入は
随時
受付中

20２6年
募集版

商品
改定
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